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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
前
稿
「
延
宝
・
天
和
期
の
陸
奥
国
尾
太
銀
銅
山
―
津
軽
領
御
手

山
の
繁
栄
と
衰
退
―
」（『
人
文
社
会
論
叢
』
第
一
二
号　

人
文
科
学
篇　

弘

前
大
学
人
文
学
部　

二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
弘
前
藩
が
領
内
最
大
の
銀

銅
山
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
い
た
技
術
や
人
材
・
資
金
を

投
入
し
た
、
十
七
世
紀
後
半
の
延
宝
・
天
和
期
に
お
け
る
尾
太
鉱
山
の
稼
行

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
詳
細
は
、
右
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
右
稿
を

発
表
し
た
後
、
従
来
、
所
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
に

よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
年
不
詳
（
仮
称
）「
尾
太
之
図
」（
田
舎
館

村
所
蔵
）
を
、
つ
い
最
近
、
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
当
該
絵
図
は
、
先
年
、

刊
行
物
に
一
部
掲
載
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
後
述
の
よ
う
に
寛
文
頃
と
の
年
代

推
定
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者

は
こ
の
度
の
調
査
・
分
析
の
結
果
、
従
来
、
説
か
れ
て
き
た
年
代
と
は
お
よ

そ
異
な
る
結
論
に
至
っ
た
の
に
加
え
、
前
掲
拙
稿
に
新
た
な
知
見
を
付
け
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
本
稿
で
当
該
絵
図
の
解
析
と
そ
こ
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
、
十
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
弘
前
藩
最
大
の
銀
銅
山
地
帯
の
実
態

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

筆
者
は
、
す
で
に
拙
稿
「
尾
太
以
前
―
近
世
前
期
津
軽
領
鉱
山
の
復
元
と

鉱
山
開
発
―
」（『
青
森
県
史
研
究
』
第
七
号　

二
〇
〇
二
年
）
に
あ
っ
て
、
寛

永
〜
正
保
期
か
ら
稼
行
し
て
い
た
河
原
沢
金
山
や
寛
文
期
か
ら
稼
行
し
て
い

た 
寒
沢 
銀
山
な
ど
、
領
内
各
鉱
山
の
開
発
・
経
営
に
つ
い
て
論
じ
た
。
以
後
、

さ
ぶ
さ
わ

右
論
稿
を
拙
稿
１
と
略
記
し
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
発
表
し
た
、
前
掲
の
拙

稿
「
延
宝
・
天
和
期
の
陸
奥
国
尾
太
銀
銅
山
―
津
軽
領
御
手
山
の
繁
栄
と
衰

退
―
」
を
、
拙
稿
２
と
略
記
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。
ま
た
、
本
論
で
多
く
を
依
拠
し
た
「
弘
前
藩
庁
日
記　

御
国
日
記
」（
弘

前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書
）
を
「
国
日
記
」
と
略
記
す
る
。

　
　
　

一　
（
仮
称
）「
尾
太
之
図
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察

　

前
述
の
よ
う
に
、（
仮
称
）「
尾
太
之
図
」
は
、
品
川
弥
千
江
編
著
『
西
目
屋

延
宝
期 
尾
太 
鉱
山
絵
図
の
研
究　

―
「
御
金
山
御
絵
図
」の
解
析
と
考
察 
―

お
っ
ぷ

長　

谷　

川　
　

成　

一
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村
誌
』（
西
目
屋
村
役
場　

一
九
九
一
年
）
一
〇
六
頁
に
お
い
て
、「
鉱
山
集

落
古
絵
図
」
と
の
資
料
名
を
付
さ
れ
、
年
代
は
「
寛
文
の
頃
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
、
こ
の
年
代
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
年
代
に
つ
い
て
は
、

後
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
本
章
で
は
、
当
該
図
に
関
す
る
基
本
的
な

デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
な
お
、
当
絵
図
等
の
写
真
版
（
図
１

〜
６
）
は
、
巻
末
に
一
括
し
て
掲
げ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

図
１
―
①
・
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
絵
図
は
、
紙
本
着
色
、
和
絵
の

具
で
着
色
さ
れ
た
、
色
彩
も
鮮
明
な
、
き
わ
め
て
保
存
状
態
の
よ
い
絵
図
で

あ
る
。
法
量
は
、
九
〇
・
五
×
三
四
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
長
、
長

方
形
の
形
状
で
あ
っ
て
、
南
北
に
長
大
な
横
軸
を
、
東
西
に
短
い
縦
軸
を

と
っ
て
い
る
。
現
在
の
地
形
に
当
て
は
め
る
と
、
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
の
秋

田
県
境
に
隣
接
し
、
美
山
湖
に
注
ぐ
湯
ノ
沢
川
の
流
域
全
体
と
一
部
木
戸
ヶ

沢
の
渓
流
域
の
景
観
を
明
示
し
て
い
る
（
西
目
屋
村
湯
ノ
沢
川
流
域
の
地
図

参
照
）。
図
１
の
中
央
を
南
北
に
流
れ
る
太
い
川
筋
が
湯
ノ
沢
川
で
あ
り
、

北
側
の
細
い
川
は
、
湯
ノ
沢
川
に
隣
接
す
る
木
戸
ヶ
沢
渓
流
で
あ
る
。
絵
図

の
裏
側
に
「
尾
太
之
図
」
と
の
表
記
は
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
筆
遣
い
か
ら

し
て
後
年
の
書
き
入
れ
で
あ
っ
て
、
図
中
に
見
ら
れ
る
字
体
と
著
し
く
異
な

る
の
で
、
当
時
、
そ
の
よ
う
な
絵
図
名
で
あ
っ
た
可
能
性
は
薄
い
。
現
在
、

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書
や
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
津
軽
家
文
書
な

ど
公
的
機
関
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
類
に
、
右
絵
図
の
控
な
い
し
写
し
と

判
断
さ
れ
る
資
料
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
当
絵
図
は
、
弘
前
藩
が
藩

庁
に
お
い
て
調
製
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
関
し
て
は
、
手
が
か
り
と
な
る
史
料
が
存
在
す
る
。
本
田
伸
氏
が

紹
介
し
た
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）「
御
絵
図
目
録
」（
本
田
氏
「
弘
前
藩
『
御

絵
図
目
録
』
の
発
見
と
そ
の
意
義
」『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第
一
一
〇
号　

二
〇
〇
一
年
）
は
、
元
禄
・
宝
永
期
に
同
藩
が
国
元
で
絵
図
改
め
を
行
っ
た

際
に
作
成
し
た
史
料
で
、
地
理
行
政
・
絵
図
管
理
の
一
端
を
知
る
上
で
貴
重

で
あ
る
、
と
同
氏
は
評
価
す
る
。
同
史
料
に
、「
領
分
中
惣
絵
図
包
ノ
内　

領
分
中
金
山
之
絵
図
」
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
八
点
の
絵
図
類
が
書

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
田
氏
が
各
絵
図
名
と
現
存
す
る
絵
図
を
照
合
し
て

い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
、
現
存
し
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
所

在
不
明
の
数
少
な
い
絵
図
の
中
に
、「
御
金
山
御
絵
図　

一
枚
」
と
の
記
載

が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
金
山
」
は
い
わ
ゆ
る 
金 
を
産
出
す
る 
金
山 
で
は
な

き
ん 

き
ん
ざ
ん

く
、 
金 
＝
鉱
石
・
鉱
物
を
切
り
当
て
る 
金
山 
＝
鉱
山
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

か
ね 

か
ね
や
ま

「
御
絵
図
目
録
」
に
は
、
ほ
か
に
「
御
金
山
寒
沢
御
絵
図
」
と
見
え
、
当
時
、

寒
沢
は 
金
山 
で
は
な
く
銀
山
と
し
て
稼
行
し
て
お
り
、
呼
称
も
「
か
ね
や
ま
」

き
ん
ざ
ん

西目屋村湯ノ沢川流域の地図
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だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）「
陸
奥
国
津
軽
郡
之
絵
図
」

（
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
）
に
、
河
原
沢
・ 
虹
貝 
・
銀
山
（ 
入  
良  
川 
銀
山
を
指

に
じ
か
い 

い 

ら 

が
わ

す
）
の
各
鉱
山
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
虹
貝
金
山
の
肩
書
き
に
「
近
年
か
ね

不
出
申
候
」
と
あ
っ
て
、 
金 
と
読
ん
で
い
な
い
。
銀
山
（
入
良
川
銀
山
）
も
同

き
ん

様
に
、「
近
年
者
金
不
出
申
候
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
国
絵
図
で
肩
書
き
し

て
い
る
金
は
、
ゴ
ー
ル
ド
で
は
な
く
鉱
石
・
鉱
物
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、
右
絵
図
に
も
該
当
す
る
。
以
下
、
論
じ
る
よ
う
に
年
代
、
図
様
、

現
存
絵
図
類
と
の
関
連
性
か
ら
見
て
「
御
絵
図
目
録
」
の
「
御
金
山
御
絵
図
」

は
、（
仮
称
）「
尾
太
之
図
」
に
該
当
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
推
察
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
絵
図
は
藩
庁
に
よ
っ
て
正
式
に
調
製

さ
れ
た
鉱
山
絵
図
で
あ
っ
て
、
決
し
て
私
的
に
作
成
さ
れ
た
私
文
書
の
類
で

は
な
い
。
ま
し
て
、
図
を
一
覧
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、『
西
目
屋
村
誌
』

に
見
ら
れ
る
「
鉱
山
集
落
古
絵
図
」
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
な
鉱
山
の
集
落
を

描
い
た
も
の
で
も
な
く
、
津
軽
領
を
代
表
す
る
尾
太
鉱
山
を
中
心
と
し
た
湯

ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
地
帯
の
全
体
像
を
描
い
た
鉱
山
絵
図
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
、
本
稿
で
も
当
絵
図
は
藩
で
公
式
に
調
製
さ

れ
た
「
御
金
山
御
絵
図
」（
以
下
、「
金
山
絵
図
」
と
略
称
）
で
あ
る
、
と
の
認

識
で
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

絵
図
の
年
代　
「
金
山
絵
図
」
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
図
中
に

記
載
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
り
、
本
論
で
の
検
討
の
対
象
に
な
ろ
う
。
例
え

ば
、「
御
絵
図
目
録
」
に
掲
げ
る
「
尾
太
御
町
屋
敷
御
絵
図
」
に
は
、「
延
宝

五
年
三
月
十
八
日　

唐
牛
与
右
衛
門
」
と
の
記
述
が
見
え
、
弘
前
市
立
図
書

館
蔵
津
軽
家
文
書
に
現
存
す
る
同
絵
図
の
裏
書
き
と
合
致
す
る
。「
御
絵
図

目
録
」
に
登
載
さ
れ
た
絵
図
八
点
中
で
現
存
す
る
六
点
は
、
延
宝
二
（
一
六

七
四
）
〜
四
年
の
年
記
が
認
め
ら
れ
る
こ
と 
か
ら 
、「
金
山
絵
図
」
も
一
連
の

（
１
）

絵
図
類
の
一
環
を
な
す
も
の
、
と
の
推
測
が
成
り
立
と
う
。

　

拙
稿
１
・
２
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
尾
太
銀
銅
山
は
寒
沢
銀

山
の
衰
退
を
受
け
、
延
宝
四
年
の
準
備
段
階
を
経
て
、
延
宝
五
年
か
ら
本
格

的
な
稼
行
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、
延
宝
四
年
十
月
、「
御
銀
山
」（
こ

の
時
期
か
ら
尾
太
銀
山
を
単
に
「
御
銀
山
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
）
か
ら
、

唐
牛
与
右
衛
門
が
初
め
て
「
銀
子
十
貫
調
入
五
箱
」（
約
一
九
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
藩
主
津
軽
信
政
に
献
上
し
、
藩
主
自
ら
与
右
衛
門
に
褒
美
を
下
賜
し

た
（「
国
日
記
」
同
年
十
月
二
十
二
日
条
）。
つ
い
で
銀
山
で
商
売
を
企
図
す

る
者
に
、 
村
市 
（
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
村
市
）
に
番
所
を
設
置
し
て
十
分
一

む
ら
い
ち

役
を
賦
課
す
る
こ
と
に
決
め
た
（
同
前　

同
年
十
一
月
一
日
条
）。
さ
ら
に

尾
太
の
銀
山
と
銅
山
両
所
の
開
発
が
藩
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
（
同
前　

同
年

十
一
月
九
日
条
）、
本
格
的
な
銀
・
銅
の
採
鉱
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
五
年
五
月
に
は
、「
大
直
り
（
利
）」
が
現
出
し
、
翌
月
に
は
「
本
銀
之
所
」

に
切
り
当
て
て
尾
太
山
は
銀
を
大
量
に
産
出
し
た
。
銀
山
と
し
て
の
尾
太
鉱

山
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
尾
太
の
銀
山
と
し
て
の
生
命
は
長
く
続
か
ず
、
延
宝
八
年
に
い

た
り
、
坑
内
の
水
敷
つ
ま
り
坑
道
の
水
没
が
深
刻
化
し
て
銀
の
産
出
は
激
減

し
た
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
稿
２　

二
〇
〜
二
三
頁
）。
山
勢
が
衰
退
し
た
尾

太
銀
山
は
、
藩
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
鉱
山
と
し
て
、
つ
ま
り
御
手
山
と
し
て

稼
行
す
る
意
欲
を
持
た
せ
る
山
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）、
弘
前
藩
は
尾
太
を
御
手
山
か
ら
運
上
山
へ
と
経
営
形
態
を

移
行
さ
せ
た
（
同
前　

二
〇
〜
二
三
頁
）。
弘
前
藩
に
よ
る
尾
太
銀
銅
山
の

直
支
配
の
終
焉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
弘
前
藩
で
は
尾
太
鉱
山
を
銀
山

と
し
て
扱
わ
な
く
な
り
、
銅
鉛
鉱
山
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
金
山
絵
図
」
を
子
細
に
見
た
場
合
、
尾
太
山
に
つ
い
て
は
「
お
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つ
ふ
が
嶽
銀
御
山
」
と
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
右
図
が
描
か
れ
た

の
は
尾
太
が
銀
山
と
し
て
の
機
能
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
い
た
時
期
と
考
え
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
絵
図
が
描
い
た
湯
ノ
沢
川
流
域
の

鉱
山
地
帯
は
、
銀
山
と
し
て
尾
太
が
最
高
度
に
稼
行
し
て
い
た
延
宝
四
〜
八

年
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
尾
太
の
鉱
山
町
建
設
が
企
図
さ
れ
た

の
が
延
宝
四
年
十
一
月
で
あ
り
、
翌
年
に
町
立
て
が
な
さ
れ
た
（
拙
稿
２　

四
〜
五
頁
）
で
あ
ろ
う
か
ら
、
絵
図
中
に
見
え
る
尾
太
の
町
の
姿
か
ら
し
て
、

さ
ら
に
狭
め
て
延
宝
五
年
以
降
同
八
年
に
至
る
期
間
と
推
定
さ
れ
る
。
右
の

こ
と
は
前
掲
「
御
絵
図
目
録
」
に
登
載
さ
れ
た
寒
沢
・
尾
太
関
係
の
絵
図
類

が
延
宝
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、「
金
山
絵
図
」
の
推
定
年
代
は
合
致
す

る
の
で
、
当
絵
図
が
延
宝
五
〜
八
年
に
至
る
時
期
の
尾
太
銀
山
と
湯
ノ
沢
川

流
域
の
鉱
山
地
帯
を
描
い
た
、
と
の
推
察
は
見
当
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　

二　
「
金
山
絵
図
」
の
構
成

　

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
金
山
絵
図
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
当
図
が
描

い
た
範
囲
は
概
ね
南
北
に
わ
た
る
湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
地
帯
で
あ
り
、
そ

の
範
囲
は
柵
列
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
最
北
の
箇
所
は
、
柵
立
て
の
入
口
道

路
付
近
に
「
御
番
所
」
が
設
け
ら
れ
、
最
南
の
柵
列
に
は
出
口
が
設
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
湯
ノ
沢
川
の
渓
流
で
狭
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
柵
列
が
あ
っ
て
、
同

様
に
「
御
番
所
」
が
川
の
西
岸
に
認
め
ら
れ
る
。
尾
太
鉱
山
の
範
囲
は
、
右

の
柵
列
で
囲
ま
れ
た
領
域
が
そ
れ
な
の
で
あ
り
、
こ
の
領
域
に
入
る
に
は
前

述
の
よ
う
に
十
分
の
一
役
を
村
市
の
木
戸
の
番
所
で
徴
収
さ
れ
た
。
鉱
山
地

帯
を
柵
列
に
よ
っ
て
、
他
地
域
と
分
離
す
る
方
式
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
石
見
国
の
石
見
銀
山
が
著
名
で
あ
り
、
右
国
絵
図
に
も
同
鉱
山
が
柵
列

で
囲
繞
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
柵
列
に
つ
い
て
は
、
次
章
で

検
討
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
領
域
の
な
か
で
、
柵
列
は
ほ
か
に
三
カ
所
認
め
ら
れ
、

柵
列
は
計
五
カ
所
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
柵
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

た
領
域
は
、
四
カ
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
を
北
か
ら
あ
げ
て

行
く
と
、
第
一
が 
寒
沢 
町
と
銀
山
の
地
区
（
寒
沢
地
区
、
図
２
参
照
）、
第
二

さ
ぶ
さ
わ

は
尾
太
の
鉱
山
町
地
区
（
尾
太
町
地
区
、
図
３
参
照
）、
第
三
は
製
錬
地
区

（
製
錬
地
区
、
図
４
参
照
）
で
、
こ
れ
ら
は
木
戸
ヶ
沢
渓
流
の
流
域
と
南
側

の
断
崖
で
区
分
さ
れ
た
。
第
四
は
、
湯
ノ
沢
川
流
域
に
展
開
す
る
尾
太
銀
山

を
中
心
と
し
た
、
鉱
山
群
の
地
区
（
鉱
山
地
区
、
図
６
―
①
〜
⑥
参
照
）
に
分

け
ら
れ
よ
う
。
各
地
区
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

寒
沢
地
区
（
図
２
参
照
）　

鉱
山
地
帯
入
口
に
位
置
し
、
尾
太
町
地
区
の
柵

列
と
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
入
口
付
近
の
御
番
所
は
前
述
の
よ
う
に
十

分
の
一
役
を
徴
収
す
る
と
同
時
に
、
不
審
者
が
入
り
込
む
の
を
防
ぐ
役
割
を

果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寒
沢
銀
山
の
衰
退
を
受
け
て
、
尾
太
銀
銅
山
は
、

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
か
ら
本
格
的
な
稼
行
を
開
始
し
た
。
同
年
五
月
に

は
、「
大
直
り
（
利
）」
が
現
出
し
、
翌
月
に
は
「
本
銀
之
所
」
に
切
り
当
て
て

尾
太
山
は
銀
の
大
量
産
出
に
沸
い
た
。

　

当
地
区
で
注
目
す
べ
き
は
三
点
あ
り
、
第
一
は
「
寒
沢
町
」
と
い
う
鉱
山

町
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
当
地
区
の
中
央
に
赤
い
柵
列
と
鳥

居
で
囲
ま
れ
た
「
伊
勢
」「
山
神
」「
稲
荷
」「
水
神
」
の
各
社
が
設
置
さ
れ
、
石

灯
籠
ま
で
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
は
鉱
山
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
白
色
の
間
歩
＝
坑
道
の
入
口
が
描
写
さ
れ
、
当
該
の
間
歩
を
開
発
し
た
山

師
の
名
前
を
冠
し
た
「
い
せ
ま
ふ
（
伊
勢
間
歩
）」
と
称
し
た
間
歩
や
そ
の
ほ

か
四
カ
所
の
間
歩
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
白
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
の
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で
、
銀
を
産
出
す
る
坑
道
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た 
御
台
所 
（
鉱
山
事
務
所
）

お
だ
い
ど
こ
ろ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
建
物
群
も
見
え
る
。

　

第
一
の
寒
沢
町
に
つ
い
て
は
、
内
実
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
弘
前
藩

は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
一
月
、
寒
沢
銀
山
と
虹
貝
金
山
に
、
キ
リ
シ
タ

ン
改
め
を
命
じ
て
お
り
、
翌
月
に
は
同
改
め
帳
を
作
成
さ
せ
た
（
拙
稿
１　

一
一
頁
）。
こ
れ
は
両
鉱
山
で
働
く
鉱
夫
た
ち
と
そ
の
家
族
が
集
住
形
態
を

と
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
町
方
が
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
寒
沢
は
、
町
立
て
が
な

さ
れ
都
市
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
絵
図
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。

　

第
二
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
の 
社 
群
に
つ
い
て
も
、
従
来
、
そ
れ
ら
に
つ

や
し
ろ

い
て
の
格
別
な
史
料
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
近
世
後
期
と
推
定
さ
れ
る

「
津
軽
領
尾
太
并
寒
沢
銀
山
惣
絵
図
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
荒
谷
家
文

書
）
の 
居  
森  
平 
村
（
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
居
森
平
）
に
「
山
神
宮
」
が
描
か
れ

い 

も
り 
た
い

て
い
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
の
社
に
関
し
て
は
、
尾
太
鉱
山
に
関
す
る
鉱
山
旧

記
で
あ
る
「
山
機
録
」
な
ど
に
も
一
切
記
録
が
な
い
。
鉱
山
に
お
い
て
「
山

神
」
を
祀
る
の
は
当
然
と
し
て
、「
水
神
」
を
祀
る
件
に
つ
い
て
は
、
水
神
が

山
中
の
水
源
地
に 
水
分 
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
場
合
は
、
山
神
と
結
び
つ
く
よ

み
く
ま
り

う
に
な
っ
た
と
い
う
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
事
典
』
弘

文
堂　

一
九
九
九
年　

八
九
頁
）。
ま
た
製
錬
の
過
程
で
、
比
重
選
鉱
に
大

量
の
水
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
も
、
水
神
を
祀
る
慣
習
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
伊
勢
」
は
、
お
そ
ら
く
弘
前
城
下
の
神
明
宮
の
末
社
と
思
わ
れ
る

（
拙
稿
２　

一
三
〜
一
四
頁
）。「
国
日
記
」
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
六
月

二
日
条
に
、
寒
沢
銀
山
で
銀
山
祭
を
実
施
し
た
時
に
惣
宮
太
夫
が
派
遣
さ
れ

た
と
見
え
、
寒
沢
の
銀
山
祭
は
、
弘
前
城
下
の
神
明
宮
の
惣
宮
太
夫
が
取
り

仕
切
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
尾
太
と
同
様
、
寒
沢
銀
山
の
銀
山
祭
に
は
、

弘
前
神
明
宮
配
下
の
神
子
や
社
人
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
稲
荷
」

は
不
詳
。

　

第
三
の
間
歩
群
と
建
物
群
に
つ
い
て
、
こ
の
一
帯
が
寒
沢
銀
山
で
あ
る
と

推
定
す
る
根
拠
が
あ
る
。
延
宝
五
年
「
お
つ
ふ
御
町
屋
敷
御
絵
図
」（
弘
前
市

立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書
、
拙
稿
２
の
三
一
頁
に
紹
介
）
に
よ
る
と
、
尾
太

町
の
上
水
と
し
て
、 
滝  
之  
沢 
と
「
寒
沢
切
山
」
か
ら
引
い
た
水
路
二
本
が
各

た
き 

の 

さ
わ

街
路
の
中
央
を
流
れ
て
お
り
、
寒
沢
切
山
か
ら
引
い
た
水
路
は
、
町
内
に
入

る
と
大
規
模
な
水
樋
を
経
由
し
て
流
さ
れ
、
町
内
中
央
の
「
水
た
め
（
溜
）」

に
も
貯
水
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
拙
稿
２　

四
頁
）。「
金
山
絵
図
」
に

見
え
る
「
切
山
」
と
は
、
右
の
「
寒
沢
切
山
」
に
該
当
し
、
山
中
に
点
在
す
る

一
連
の
間
歩
と
建
物
群
は
、
寒
沢
銀
山
を
描
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
文

三
年
（
一
六
六
三
）
こ
ろ
か
ら
稼
行
し
始
め
た
寒
沢
銀
山
は
、
延
宝
期
に

入
っ
て
山
勢
は
衰
退
に
向
か
い
、
尾
太
銀
銅
山
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
た
（
拙
稿
１　

一
八
頁
）。「
金
山
絵
図
」
で
は
、
寒
沢
の
銀
山
名
さ

え
記
述
せ
ず
、
寂
れ
る
一
方
の
同
銀
山
と
寒
沢
町
の
様
子
を
描
い
た
と
見
て

支
障
な
か
ろ
う
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
当
地
区
は
、
湯
ノ
沢
川
に
隣
接
し
岩
木
川

に
北
流
し
て
合
流
す
る
木
戸
ヶ
沢
渓
流
沿
い
に
、
寒
沢
銀
山
を
採
掘
す
る
た

め
に
、
弘
前
藩
が
は
じ
め
て
開
発
し
た
地
域
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
近
世
後
期

と
推
定
さ
れ
る
「
津
軽
国
図
」（
弘
前
市
個
人
蔵
）
に
よ
る
と
、
村
市
村
か
ら

南
側
に
分
岐
す
る
道
筋
に
、
居
森
平
村
の
一
里
塚
を
過
ぎ
て
、「
寒
沢
村
」
そ

し
て
「
木
戸
沢
村
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
藩
政
時
代
に
お
け
る
両
村
の
存
在

が
確
認
さ
れ
る
。
寒
沢
地
区
は
、
右
の
「
寒
沢
村
」
に
該
当
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
寒
沢
銀
山
と
そ
の
鉱
山
町
で
あ
る
寒
沢
町
は
、

木
戸
ヶ
沢
渓
流
の
東
側
に
位
置
し
、
銀
山
の
麓
に
鉱
山
町
が
展
開
す
る
形
態
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を
保
持
し
た
よ
う
だ
。

　

尾
太
町
地
区
（
図
３
参
照
）　

南
北
を
柵
列
で
囲
繞
さ
れ
た
当
地
区
は
、
北

と
南
に
各
木
戸
が
あ
り
、
隣
接
す
る
地
区
と
の
間
で
の
連
絡
口
と
な
っ
て
い

る
。
寒
沢
地
区
か
ら
入
る
木
戸
付
近
に
「
御
番
所
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
地
区
自
体
に
間
歩
は
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
木
戸
ヶ
沢
と
は
、
藩
政

後
期
の
「
従
弘
前
至
尾
太
銅
山
行
程
之
図
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
津
軽
家

文
書
）
に
よ
れ
ば
、 
居  
森  
平 
村
の
西
側
、
寒
沢
の
沢
筋
と
湯
ノ
沢
川
と
の
中

い 

も
り 
た
い

間
点
に
位
置
し
た
。
寒
沢
銀
山
に
近
接
し
た
場
所
で
あ
り
、
大
沢
川
流
域
、

河
原
沢
金
山
の
あ
る
大
川
流
域
へ
も
、 
砂  
子  
瀬 
・

す
な 

こ 

せ

 
川
原
平 
両
村
を
つ
な
ぐ
脇

か
わ
ら
た
い

道
を
経
由
し
て
、
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
。
木
戸
ヶ
沢
渓
流
の

東
岸
に
位
置
し
、
山
師
や
製
錬
作
業
に
従
事
す
る
人
々
、
彼
ら
の
生
活
を
支

え
る
商
人
た
ち
が
居
住
す
る
鉱
山
町
の
地
域
で
あ
っ
た
。「
国
日
記
」
元
禄

十
年
（
一
六
九
七
）
九
月
十
九
日
条
に
、「
九
月
十
六
日
之
夜
、
木
戸
ヶ
沢
御

銀
山
御
台
所
並
御
蔵
頭
・
御
目
付
番
所
共
三
軒
焼
失
仕
候
由
、
御
役
人
よ
り

注
進
申
候
」
と
見
え
、
銀
山
の
御
台
所
（
絵
図
で
は
製
錬
地
区
に
あ
り
）、
御

蔵
頭
の
屋
敷
、
御
目
付
番
所
な
ど
三
軒
が
木
戸
ヶ
沢
に
存
在
し
て
い
た
と
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
木
戸
ヶ
沢
と
は
当
時
、
本
章
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
尾
太

町
地
区
と
製
錬
地
区
を
合
わ
せ
た
領
域
の
総
称
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

時
期
は
若
干
前
後
す
る
が
、「
国
日
記
」
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
十
二
月

八
日
条
に
は
、「
御
運
上
所
」
が
木
戸
ヶ
沢
・
尾
太
御
山
・
濁
沢
の
三
カ
所

に
存
在
し
た
と
見
え
、
木
戸
ヶ
沢
は
山
師
や
商
人
・
鉱
夫
た
ち
が
集
住
す
る

人
口
密
集
地
域
で
あ
り
、
鉱
山
事
務
所
で
あ
る
御
台
所
や
製
錬
作
業
場
な
ど
、

藩
の
主
要
施
設
が
存
在
す
る
地
区
で
あ
っ
た
。
尾
太
御
山
と
は
、
後
述
の
、

鉱
山
地
区
に
御
台
所
が
あ
り
、
尾
太
町
地
区
か
ら
は
あ
る
程
度
独
立
し
た
経

営
が
な
さ
れ
て
い
た
尾
太
山
で
あ
っ
た
。
濁
沢
は
、
湯
ノ
沢
川
の
西
側
に
位

置
す
る
大
沢
川
の
流
域
で
当
時
稼
行
し
て
い
た
金
山
で
あ
っ 
て 
（
拙
稿
１　

（
２
）

一
八
頁
）、
湯
ノ
沢
川
流
域
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
「
金
山
絵
図
」
に
見
え
る
、
尾
太
町
本
体
に
は
、「
は
た
こ
（
旅
籠
）

町
」
を
「
商
町
」
二
カ
町
が
挟
む
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
西
側
の
木

戸
ヶ
沢
渓
流
を
挟
ん
で
「
吹
屋
町
」
二
カ
町
、
南
東
側
、
こ
れ
も
同
渓
流
を
挟

ん
で
「
山
師
町
」
二
カ
町
が
所
在
。
そ
の
ほ
か
藩
の
施
設
と
し
て
、
前
述
の

寒
沢
地
区
か
ら
の
木
戸
付
近
の
「
御
番
所
」
に
加
え
、
北
側
の
柵
列
渓
流
沿

い
に
「
御
番
所
」
一
カ
所
、
同
様
に
南
東
側
の
端
、
渓
流
沿
い
に
「
御
番
所
」

一
カ
所
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

前
掲
「
お
つ
ふ
御
町
屋
敷
御
絵
図
」（「
尾
太
町
図
」
と
略
記
）
と
比
較
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。「
尾
太
町
図
」
に
は
、
周
囲
が
木
柵
で
囲
ま
れ
、
出
入
り
口

は
二
カ
所
、
町
の
入
り
口
に
は
「
御
町
入
口
」
と
あ
っ
て
、
各
口
に
大
門
が
設

け
ら
れ
て
い
る
点
は
「
金
山
絵
図
」
と
同
様
で
あ
る
。

　

町
内
の
居
住
者
に
つ
い
て
は
、「
尾
太
町
図
」
に
「
山
師
屋
壱
軒
」「
御
町

屋
壱
軒
」「
は
た
こ
や
（
旅
籠
屋
）
壱
軒
」「
買
石
吹
屋
壱
軒
」「
日
用
町
屋
壱

軒
」
と
あ
る
。
街
路
に
沿
っ
て
「
同
」
と
い
う
文
言
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
山
師
が
何
軒
で
あ
る
の
か
、
正
確
な
件
数
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か

し
同
と
い
う
形
で
示
さ
れ
た
屋
敷
数
は
、
二
三
〇
軒
余
で
あ
っ
た
。
山
師
・

 
買
石 
吹
屋
（
製
錬
業
者
で
吹
大
工
な
ど
を
抱
え
て
床
屋
を
経
営
）
は
、
鉱
山

か

い

し

関
係
者
で
あ
り
、
日
雇
い
も
そ
れ
に
連
な
る
人
々
で
あ
る
。
旅
籠
屋
や
御
町

屋
は
、
鉱
山
関
係
者
と
の
関
わ
り
を
持
つ
形
で
商
売
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ

ろ
う
。「
尾
太
町
図
」
の
「
は
た
こ
や
」
は
「
金
山
絵
図
」
の
「
は
た
こ
町
」
に
、

同
様
に
「
山
師
屋
」
は
「
山
師
町
」、「
御
町
屋
」
は
「
商
町
」、「
買
石
吹
屋
」
は

「
吹
屋
町
」
に
各
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
尾
太
町
図
」
の
よ

う
に
、
整
然
と
し
た
町
方
を
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
山
師
と
吹
屋
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は
、「
商
町
」
や
「
は
た
こ
町
」
と
は
離
れ
て
木
戸
ヶ
沢
渓
流
を
挟
ん
で
居
住

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
尾
太
町
図
」
に
は
、
藩
の
施
設
と
し
て
北
側
入
口
付
近
に
「
御
番
所
」
二

カ
所
が
あ
り
、
柵
列
の
南
北
に
通
る
道
路
を
挟
ん
で
「
内
御
番
所
」「
御
米

蔵
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、「
金
山
絵
図
」
も
同
様
で
あ
り
、
尾

太
町
地
区
の
木
戸
口
を
南
側
、
製
錬
地
区
へ
出
た
と
こ
ろ
に
道
路
を
挟
む
形

で
東
側
に
「
御
番
所
」、
西
側
に
「
御
米
蔵
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位

置
関
係
は
正
確
で
あ
り
、
両
図
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
地
域
景
観
を
描
写
し
た

と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

製
錬
地
区
（
図
４
参
照
）　

尾
太
町
地
区
か
ら
製
錬
地
区
に
至
る
道
路
に

は
、
木
戸
ヶ
沢
渓
流
に
橋
が
架
か
り
、
木
戸
ヶ
沢
か
ら
滝
ノ
沢
渓
流
に
至
る

地
帯
に
製
錬
作
業
場
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
木
戸
ヶ
沢
渓
流
の
南
端
に

位
置
し
、
滝
ノ
沢
渓
流
の
崖
が
迫
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

当
地
区
の
施
設
を
、「
金
山
絵
図
」
と
延
宝
四
年
「
御
銀
山
所
々
御
入
用
之

惣
差
図
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書　

図
５
参
照
）
と
比
較
し
た
の

が
、
別
表
で
あ
る
。
後
者
は
施
設
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
か
も
詳
細
に
記
録
し

て
い
る
が
、
湯
ノ
沢
川
の
か
な
り
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
っ
て
尾
太
銀
山
の
坑

口
で
あ
る
「
四
つ
留
口
」（
別
表
に
は
掲
載
せ
ず
）
ま
で
図
中
に
収
載
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
同
図
は
、
あ
く
ま
で
も
差
図
つ
ま
り
設
計
図
な
の
で

あ
っ
て
、
弘
前
藩
が
尾
太
の
製
錬
施
設
を
延
宝
四
年
の
準
備
段
階
で
こ
の
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
た
構
想
図
な
の
で
あ
る
か
ら
、
尾
太
銀
山
内
で
の
必
要

な
施
設
を
書
き
上
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

製
錬
施
設
に
限
る
と
、「
金
山
絵
図
」
に
見
え
る
銀
吹
座
や
銀
は
い
（
灰
）

吹
座
、
焼
釜
な
ど
は
一
致
し
、
鉱
山
事
務
所
で
あ
る
「
御
台
所
」
や
人
足
小
屋

な
ど
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
金
山
絵
図
」
の
製
錬
施
設
の
描
写
は
、
延
宝

四
年
段
階
で
構
想
し
た
重
要
施
設
が
実
際
に
建
設
さ
れ
、
稼
働
し
て
い
る
実

態
を
示
し
た
も
の
と
し
て
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
製
錬
用
の
燃
料
で
あ
る
木
炭

を
収
納
す
る
炭
蔵
や
作
業
に
従
事
す
る
人
足
た
ち
の
小
屋
、
食
料
の
保
管
庫

で
あ
る
米
蔵
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
銀
吹
座
か
ら
は
焼
成
の
煙
が
出
て
い
て
本

格
的
な
銀
の
製
錬
作
業
が
実
施
さ
れ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
延
宝
期
の

製
錬
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
２
の
七
〜
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

鉱
山
地
区
（
図
６
―
①
〜
⑥
参
照
）　

湯
ノ
沢
川
か
ら
滝
ノ
沢
渓
流
が
分

岐
す
る
北
側
に
、
湯
ノ
沢
川
を
ま
た
い
で
、
柵
列
が
設
置
さ
れ
、
柵
列
の
南
、

同
川
の
西
岸
に
「
御
番
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
当
柵
列
か
ら
湯
ノ
沢
川

が
「
し
つ
た
か
の
沢
」
へ
分
岐
す
る
直
前
の
南
端
の
柵
列
の
「
御
番
所
」
ま
で

が
鉱
山
地
区
で
あ
る
。
川
の
両
岸
に
鉱
山
群
が
展
開
し
て
お
り
、
東
岸
の
そ

れ
か
ら
検
討
し
て
行
こ
う
。

別　表

金山絵図御銀山所々御入用之惣差図№
御番所御番所１

役荷御蔵２
荷御蔵３

御米蔵御米御蔵４
塩噌御蔵５
鉄道具御蔵６
御役人居所７
下御役人居所８

御米蔵御米蔵　おつふ御山ニ而９
御台所御台所１０

御役人居所１１
炭蔵１カ所炭御蔵　３カ所１２
御人足居小屋１カ所御人足居所　２カ所１３

荷御蔵１５
御山先・御手代居所１６
せり場１７

銀吹座１棟、焼がま
２棟御銀大吹座　釜２０カ所１８

銀はい吹座はいふき御銀座　４カ所１９
大吹・床大工居所２１
はいふき・床大工居所２２

各番所　寒沢入口御門御番所等
８カ所　２３
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東
岸
の
滝
ノ
沢
渓
流
沿
い
に
、「
滝
之
沢
銅
御
山
」
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に

「
い
た
ち
森
銅
御
山
」
が
見
え
る
（
図
６
―
①
）。
間
歩
の
口
は
双
方
と
も
に

赤
色
で
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉱
山
名
の
ご
と
く
銅
山
で
あ
っ
た
。
間
歩

は
滝
之
沢
銅
山
が
一
〇
カ
所
、
い
た
ち
森
銅
山
が
一
〇
カ
所
で
あ
っ
た
。
拙

稿
１
で
紹
介
し
た
、
延
宝
四
年
「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵
図
」（
弘
前
市
立

図
書
館
蔵
）
に
も
「
た
き
の
沢
銅
山
」「
い
た
ち
も
り
銅
山
」
と
見
え
、「
さ
ぶ

沢
銀
山
」
に
連
な
る
鉱
山
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

い
た
ち
森
銅
山
以
南
に
は
鉱
山
は
認
め
ら
れ
ず
、
連
な
る
山
々
は
、「
ほ

う
木
平
」、「
湯
の 
沢
」 、「
あ
つ
ら 
沢
」 、「
地
嶽
」、「
岩
松
」
と
山
名
が
記
さ

（
３
） 

（
４
）

れ
、「
岩
松
」
の
南
麓
で
柵
列
が
西
岸
へ
延
伸
し
て
、
当
地
区
の
南
端
を
構
成

し
て
い
た
。

　

西
岸
で
は
、
北
部
に
「
は
つ
か
ふ
沢
鉛
御
山
」（
図
６
― 
①
）
と
見
え
、
八

光
沢
の
沢
沿
い
に
間
歩
が
展
開
し
て
い
る
。
間
歩
口
の
八
カ
所
は
、
白
色
で

描
か
れ
て
お
り
、
銀
と
紛
ら
わ
し
い
が
、
前
掲
「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵

図
」
に
も
「
は
つ
か
う
沢
鉛
山
」
と
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
鉛
鉱
山
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
南
に
「
日
崎
御
山
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
砒
崎
沢

（
檜
崎
沢
と
も
）
の
流
域
の
両
側
に
、
赤
色
の
間
歩
口
一
四
カ
所
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
（
図
６
― 
②
）、
銅
山
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲

「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵
図
」
に
も
「
ひ
さ
き
銅
山
」
と
描
か
れ
て
い
た
。

そ
の
南
に
は
「
お
つ
ふ
の
内
中
の
沢
銀
御
山
」（
図
６
― 
③
）
と
見
え
、
間
歩

口
三
カ
所
は
、
白
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
前
掲
「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵

図
」
に
は
、
当
該
銀
山
の
描
写
は
な
い
。

　

中
の
沢
の
南
側
、
尾
太
山
本
体
に
つ
い
て
は
、「
お
つ
ふ
が
嶽
銀
御
山
」

（
図
６
― 
④
） と
見
え
、「
親
ま
ぶ　

御
台
所
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
間

歩
口
は
白
色
で
、
銀
鉱
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
前
述
の
製
錬
地
区
に
あ
っ
た
「
御
台
所
」
に
加
え
て
、
湯
ノ
沢
川
西

岸
、
尾
太
山
の
高
所
に
御
台
所
と
「
親
ま
ぶ
」
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。

鉱
山
旧
記
「
山
機
録
」
の
「
鋪
々
之
事
」
に
見
え
る
、「 
姥
鋪 
」
が
そ
れ
に
該

う
ば
し
き

当
し
、「
初
而
付
し
敷
口
を
姥
鋪
と
云
ふ
、
又
敷
口
を
釜
の
口
と
云
ふ
、
四
ツ

留
と
も
云
ふ
、」
と
あ
る
（『
新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
二　

近
世
編
一　

弘

前
市　

一
九
九
六
年　

九
四
八
頁
）。
間
歩
は
、
主
に
尾
太
沢
の
南
岸
に
展

開
し
「
親
ま
ぶ
」
と
あ
わ
せ
、
白
色
の
間
歩
一
六
カ
所
が
存
在
し
た
。

　

御
台
所
が
製
錬
地
区
と
は
別
に
存
在
し
た
の
は
、
生
産
量
の
多
さ
や
製
錬

地
区
と
の
距
離
な
ど
を
勘
案
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
尾
太
銀
山
本
体
が
製
錬

地
区
の
「
御
台
所
」
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
「
金
山
絵
図
」
に
は
、
尾
太
山
の
御
台
所
の
建
物
が
三
棟
ほ
ど

描
か
れ
て
い
て
、
御
台
所
の
下
に
「
親
ま
ぶ
」
が
あ
る
と
い
う
。
御
台
所
と

間
歩
が
こ
れ
ほ
ど
近
接
し
て
い 
る
点 
に
つ
い
て
は
、
前
掲
延
宝
四
年
「
御
銀

（
５
）

山
所
々
御
入
用
之
惣
差
図
」（
図
５
参
照
）
に
も
類
似
の
描
写
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
近
世
後
期
と
推
定
さ
れ
る
「
尾
太
山
図
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家

文
書
）
に
、
姥
鋪
の
す
ぐ
近
く
に
鉱
夫
た
ち
の
居
小
屋
と
施
設
が
描
か
れ
て

い
て
、
両
者
を
近
接
し
た
位
置
に
描
い
て
い
る
「
金
山
絵
図
」
の
描
写
は
信

用
で
き
よ
う
。
ま
た
前
掲
延
宝
四
年
「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵
図
」
に
は
、

尾
太
山
自
体
に
銀
山
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
金
山
絵
図
」
は
、
延
宝
四
年

以
後
の
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

尾
太
山
本
体
の
南
側
に
、「
丸
山
銅
御
山
」（
図
６
― 
⑤
）
の
記
述
が
あ
り
、

赤
色
の
間
歩
口
が
六
カ
所
描
か
れ
て
い 
る
。 
銅
山
の
記
述
で
あ
る
。
前
掲

（
６
）　

「
寒
沢
之
内
御
銀
銅
山
御
絵
図
」
に
は
、「
丸
山
」
の
山
名
と
山
容
の
描
写
は

あ
る
が
、
特
に
銅
山
と
し
て
の
命
名
は
見
あ
た
ら
な
い
。「
山
機
録
」
に
、
享

保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、「
丸
山
大
四
ツ
留
鋪
」
を
三
カ
年
の
時
間
を
か
け
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て
開
発
し
た
と
の
記
述
が
見
え
（
前
掲
『
新
編
弘
前
市
史
』
同
頁
）、
こ
の
よ

う
に
丸
山
で
は
、
後
年
、
大
規
模
な
開
発
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
す
で
に
十

七
世
紀
後
半
に
は
開
発
の
手
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

南
端
の
柵
列
を
越
え
て
、
秋
田
藩
と
の
藩
境
に
は
「
物
見
が
嶽
」「
た
か
ぢ

ん
場
」
の
険
阻
な
山
々
が
連
な
り
、
湯
ノ
沢
川
も
「
大
淵
」
と
「
し
つ
た
か
の

沢
」
に
分
岐
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
６
― 
⑥
）。

　

な
お
寒
沢
銀
山
を
含
め
、
湯
ノ
沢
川
両
岸
の
鉱
山
は
、
主
に
各
間
歩
の
間

を
細
い
通
路
が
結
ん
で
お
り
、
北
端
の
柵
列
の
木
戸
か
ら
始
ま
る
黄
色
で
着

色
さ
れ
た
太
い
道
路
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黄
色
の
太
い
道

路
は
、
村
市
の
木
戸
か
ら
寒
沢
町
、
尾
太
町
を
経
由
し
て
製
錬
地
区
の
柵
列

の
木
戸
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
消
え
、
そ
の
後
は
、
各
間
歩
を
結
ぶ
細
い
通
路

が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
通
路
は
寒
沢
が
赤
色
、
滝
之
沢
銅
山
と
い
た

ち
森
銅
山
が
緑
色
、
八
光
沢
鉛
山
が
赤
色
、
日
崎
銅
山
が
緑
色
、
尾
太
中
の

沢
銀
山
が
赤
色
、
尾
太
嶽
銀
山
が
赤
色
、
丸
山
銅
山
が
緑
色
で
あ
り
、
銀
山

を
赤
、
銅
山
を
緑
の
通
路
と
し
た
の
か
、
色
分
け
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
詳
。

こ
れ
ら
の
通
路
は
あ
く
ま
で
も
間
歩
の
間
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
な
の

で
、
東
岸
の
「
ほ
う
木
平
」「
湯
の
沢
」「
あ
つ
ら
沢
」
な
ど
に
は
道
路
も
通
路

も
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

三　

絵
図
か
ら
得
た
知
見
に
つ
い
て
の
検
討

　

本
章
で
は
、「
金
山
絵
図
」
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
新
知
見
に
つ

い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
尾
太
鉱
山
に
関
す
る
従
来
の
文
献
史
料
や
絵
図
類
で
、
全
く
触
れ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
「
金
山
絵
図
」
に
見
え
る
柵
列
で
あ
る
。
つ
ま
り

柵
列
に
つ
い
て
は
、
建
設
の
み
な
ら
ず
修
理
・
補
修
の
記
事
類
が
藩
庁
日
記

な
ど
当
時
の
藩
政
史
料
に
一
切
見
え
ず
、
ま
さ
に
当
絵
図
に
よ
っ
て
初
め
て

得
た
知
見
で
あ
る
。
前
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
尾
太
鉱
山
の
鉱
山
地
帯

を
外
界
か
ら
区
別
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
同
地
帯
は
柵
列
と
湯
ノ
沢
川
の

両
岸
に
迫
る
険
阻
な
山
々
が
、
人
々
を
容
易
に
同
地
帯
へ
入
り
込
め
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

有
名
な
「
石
見
国
絵
図
」
に
見
え
る
石
見
銀
山
の
柵
列
は
、
鳥
谷
芳
雄
「
国

絵
図
の
中
の
石
見
銀
山
・
山
内
表
現
」（『
石
見
銀
山　

研
究
論
文
編
』
思
文

閣
出
版　

二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
と
、
元
和
年
間
の
国
絵
図
か
ら
慶
安
〜
天

和
年
間
国
絵
図
ま
で
は
、
山
内
を
取
り
囲
む
よ
う
に
途
中
途
切
れ
る
こ
と
な

く
一
周
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
天
保
期
以
降
の
国
絵
図
で
は
、

柵
の
表
現
が
消
え
て
垣
松
の
表
現
と
見
ら
れ
る
松
並
の
描
写
と
な
り
、
柵
は

十
九
世
紀
前
半
ま
で
国
絵
図
に
描
き
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
鉱
山
地
区

は
、
一
般
に
「
山
内
」「
柵
の
内
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
柵
列
が
銀

山
支
配
の
目
に
見
え
る
象
徴
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
「
金
山
絵
図
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
十
七
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
、
秋
田
藩
惣

山
奉
行
の
黒
沢
元
重
「
黒
沢
氏
至
宝
要
録
」
下
（『
秋
田
県
史
』
第
三
冊
、
秋

田
県　

一
九
一
五
年
所
収
）
は
、
鉱
山
支
配
の
上
で
囲
い
が
重
要
な
機
能
を

果
た
し
、
柵
と
番
屋
を
設
置
し
厳
重
に
見
張
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
説
い

た
の
に
加
え
、
柵
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

一
、
山
の
惣
か
こ
ひ
細
く
付
、
柴
な
ど
に
て
す
る
と
も
、
柵
と
云
な
り
。

そ
れ
に
幾
口
に
て
も
口
を
明
け
て
、
其
口
毎
に
番
屋
を
造
り
番
の
者

置
べ
し
。（
中
略
）、
山
大
に
て
、
か
こ
は
れ
ぬ
所
あ
ら
ば
、
か
こ
は

ず
と
も
、
是
よ
り
是
ま
で
囲
の
う
ち
と
、
山
中
の
者
に
云
聞
せ
、
そ

れ
に
て
も
か
く
れ
て
往
来
す
べ
き
か
と
思
ふ
所
は
、
諸
方
の
見
ゆ
る
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山
の
上
な
ど
に
番
屋
の
者
を
置
、
昼
夜
共
に
見
す
べ
し
（
下
略
）

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
同
書
七
五
二
〜
七
五
三
頁
）

　

右
の
中
で
黒
沢
は
、
惣
囲
い
は
、
た
と
え
柴
な
ど
で
囲
っ
た
と
し
て
も
柵

と
い
い
、
ま
た
、
鉱
山
が
広
く
柵
で
囲
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
で
も
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
が
そ
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
を
山
内
の
者
へ
周
知
さ
せ
る

よ
う
に
説
い
て
い
る
。
柵
が
現
実
に
存
在
し
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
。
柵
に

対
す
る
観
念
的
な
捉
え
方
や
、
柵
の
象
徴
性
を
う
か
が
う
上
で
示
唆
的
な
言

及
と
い
え
よ 
う
。 

（
７
）

　

尾
太
鉱
山
の
場
合
、
鉱
山
地
帯
に
入
る
村
市
の
木
戸
入
口
付
近
と
尾
太
町

地
区
（
図
２
、
３
）、
製
錬
地
区
（
図
４
）、
鉱
山
地
区
（
図
６
）、
地
帯
の
最

南
端
に
柵
列
（
図
６
―
⑥
）
が
設
け
ら
れ
て
、
湯
ノ
沢
川
の
両
岸
に
迫
る
山

々
の
山
稜
に
は
柵
列
は
認
め
ら
れ
な
い
。
設
置
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
慶
安

二
年
（
一
六
四
九
）
四
月
「
津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
并
船
路
之
帳
」（
前

掲
『
新
編
弘
前
市
史
』
一
〇
四
九
号
）
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
同
地
帯
は
領
内

で
も
有
数
の
深
山
幽
谷
で
あ
り
、
冬
期
間
は
雪
崩
が
頻
発
し
て
、
人
々
が
容

易
に
入
り
込
め
な
い
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
自
然
条
件
の
み
で
考

え
れ
ば
、
尾
太
よ
り
も
厳
し
い
環
境
の
鉱
山
は
他
領
に
も
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
が
、
黒
沢
の
言
う
よ
う
に
、
稜
線
ま
で
柵
で
囲
わ
な
く
と
も
、
鉱
山
の
内

と
外
を
隔
て
る
境
界
線
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
遠
目
に
も
柵
列
を
見
た
人

々
は
十
分
に
そ
の
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
柵
列
が
い
つ
頃
に
な
く
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

史
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
秋
、
菅

江
真
澄
は
「
雪
の
母
呂
太
奇
」
に
、
尾
太
の
地
名
の
由
来
を
記
し
、
出
羽
国
と

の
境
に
そ
び
え
る
山
の
「
銅
ほ
る
と
こ
ろ
」
と
、
銅
鉱
山
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
（『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
三
巻　

未
来
社　

一
九
七
八
年　

二
〇
二
頁
）

が
、
柵
列
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
見
あ
た
ら
な
い
。
真
澄
は
同
鉱
山
に
立

ち
寄
っ
た
形
跡
が
な
く
、
お
そ
ら
く
同
地
帯
へ
の
出
入
り
に
つ
い
て
、
村
市

で
厳
重
な
警
戒
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
立
ち
寄
ら
ず
、
遠
目
に
尾
太
山

を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
尾
太
鉱
山
な
ら
び
に
尾
太
の
地
帯
を
描
写
し
た
藩

庁
の
絵
図
類
に
も
、
こ
れ
以
降
、
柵
列
は
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
尾

太
鉱
山
も
そ
う
で
あ
る
が
、
同
地
帯
の
各
鉱
山
の
盛
衰
は
激
し
く
、
十
八
世

紀
の
後
半
か
ら
は
尾
太
銅
鉛
山
の
山
勢
の
衰
え
も
著
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
藩
庁
は
次
第
に
柵
列
を
補
修
し
な
く
な
り
、
次
第
に
朽
ち
て
い
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
同
地
帯
が
開
発
さ
れ
て
約
一
〇
〇
年
を
経
過

し
て
、
柵
列
で
も
っ
て
鉱
山
支
配
の
領
域
を
改
め
て
周
知
さ
せ
る
必
要
も
薄

れ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
他
藩
の
例
と
し
て
、
荻
慎
一
郎
氏
は
、
秋
田
藩
の
院
内
銀
山
の

ケ
ー
ス
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
天
保
期
「
院
内
銀
山
絵
図
」（
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
小
貫
家
文
書
）
で
は
表
門
と
裏
門
に
は
両
脇
に
板
柵
が
つ
け

ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
他
の
鉱
山
で
も
同
じ
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
的
機
能
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
秋
田
藩
領
の
主
要
鉱
山
に
は
山
門
と
柵
が
付
さ
れ
、
山

門
を
入
る
と
三
道
具
を
備
え
た
（
表
）
番
所
と
制
札
場
が
あ
り
、
院
内
銀
山

で
も
こ
の
点
同
様
で
あ
っ
た
、
と
い
う
（
荻
氏
『
近
世
鉱
山
社
会
史
の
研
究
』

思
文
閣
出
版　

一
九
九
六
年　

六
一
七
頁
）。
柵
は
あ
く
ま
で
も
、
鉱
山
支

配
の
象
徴
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
前
章
の
鉱
山
地
区
の
箇
所
で
出
て
き
た
各
鉱
山
に
つ
い
て
触
れ
た

い
。

　

湯
ノ
沢
川
東
岸
の
鉱
山
と
し
て
、
鉱
山
名
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
寒
沢

銀
山
、
滝
之
沢
銅
山
、
い
た
ち
森
銅
山
が
あ
っ
た
。
寒
沢
銀
山
は
、
拙
稿
１

で
詳
述
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
滝
之
沢
銅
山
に
つ
い
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て
は
、
拙
稿
２
で
紹
介
し
た
「
尾
太
銅
吹
日
記
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
岩
見

文
庫
）
の
な
か
に
、
南
蛮
�
り
と
の
関
わ
り
で
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
も
拙
稿

２
の
七
〜
一
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
い
た
ち
森
銅
山
に
つ
い
て
は
、
藩
庁

日
記
を
は
じ
め
各
史
料
に
関
係
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

湯
ノ
沢
川
西
岸
の
鉱
山
と
し
て
、
尾
太
銀
山
本
体
を
除
い
て
、
八
光
沢
鉛

山
、
日
崎
銅
山
、
中
の
沢
銀
山
、
丸
山
銅
山
が
描
写
さ
れ
て
い
た
。
八
光
沢

鉱
山
に
つ
い
て
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）「
寒
沢
銀
山
開
発
の
覚
書
」（
前

掲
『
新
編
弘
前
市
史
』
一
〇
六
三
号
）
に
、
同
鉱
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　
 
一
、  
右
之
寒
沢
よ
り
今
度
之
御
銀
山
は
つ
か
う
沢
迄
、
大
図
道
壱
里
半
、

（
第
三
条
）

牛
馬
之
通
不
罷
成
候
、

　
　
 
一
、  
は
つ
か
う
沢
御
山
小
屋
五
軒
、
人
数
七
拾
人
余
罷
有
候
、

（
第
四
条
）

　
　
 
一
、  
御
山
奉
行
木
村
十
左
衛
門
壱
人
ニ
而
寒
沢
よ
り
は
つ
か
う
沢
新
御

（
第
九
条
）

山
へ
通
ニ
ハ
不
自
由
ニ
御
座
候
、

　

右
の
な
か
で
、
弘
前
藩
は
新
た
な
鉱
山
と
し
て
「
は
つ
か
う
沢
」（
八
光
沢
、

湯
ノ
沢
川
の
下
流
、
八
光
沢
の
沢
筋
に
あ
る
鉱
山
）
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

八
光
沢
山
は
、
山
小
屋
五
軒
、
鉱
夫
が
七
〇
余
人
で
あ
る
。
寒
沢
か
ら
八
光

沢
ま
で
は
、
だ
い
た
い
一
里
半
の
距
離
が
あ
り
、
牛
馬
の
通
行
が
で
き
な
い
。

山
奉
行
も
八
光
沢
へ
向
か
う
の
に
通
行
に
不
自
由
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
寒
沢
銀
山
の
山
勢
の
衰
え
が
目
に
つ
い
て
き
た
弘
前
藩
で
は
、

湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
開
発
に
乗
り
出
し
て
き
た
様
子
が
窺
わ
れ
、
本
格
的

な
銀
山
開
発
の
先
発
と
し
て
八
光
沢
は
藩
の
期
待
を
担
っ
た
よ
う
だ
。
銀
の

産
出
は
短
期
間
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
金
山
絵
図
」
の
描
か
れ
た
時
期
に
は

お
そ
ら
く
銀
は
枯
渇
し
て
鉛
鉱
山
と
し
て
稼
行
し
て
い
た
の
で
、
鉛
山
と
し

て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
崎
銅
山
に
つ
い
て
は
、「
国
日
記
」
延
宝
三
年
五
月
十
九
日
条
に
、

　
　

一
、
御
蔵
米
十
俵
宛
藤
崎
村
喜
平
次
・
村
市
村
角
助
に
遣
之
、

　
　
　

右
二
人
ひ
さ
き
と
申
所
に
銅
山
見
立
申
、
為
御
山
祝
可
被
下
之
旨
唐

牛
与
右
衛
門
就
申
立
申
渡
之
、

　

と
見
え
、
藤
崎
・
村
市
両
村
の
百
姓
が
日
崎
に
銅
山
開
発
を
願
い
、
蔵
米

一
〇
俵
の
下
付
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。「
金
山
絵
図
」
に
見
え
る

日
崎
銅
山
が
、
果
た
し
て
彼
ら
の
開
発
事
業
が
発
展
し
た
形
で
稼
行
し
て
い

る
の
か
不
明
だ
が
、
同
銅
山
に
は
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
数
年
前
に
開
発
の
手

が
入
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

中
の
沢
と
丸
山
両
鉱
山
に
つ
い
て
は
、「
国
日
記
」
延
宝
四
年
八
月
十
八

日
条
に
、

　
　

一
、
寒
沢
丸
山
・
中
之
沢
御
手
山
普
請
間
歩
よ
り
下
二
荷
に
て
銀
百
六

文
目
出
之
由
、
鈴
木
彦
兵
衛
持
参
、
以
唐
牛
甚
右
衛
門
・
吉
村
場
左

衛
門
上
之
、
大
分
之
金
体
就
有
之
、
為
御
祝
山
先
覚
之
助
江

御
米
三

十
俵
達
御
耳
遣
之
、

　

と
見
え
る
。
当
時
、
尾
太
山
も
「
寒
沢
尾
太
」
と
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
地
域
一
帯
が
寒
沢
の
範
囲
内
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、

「
丸
山
・
中
之
沢
」
も
寒
沢
の
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
右
に
見
え

る
丸
山
と
中
の
沢
は
両
鉱
山
と
も
に
御
手
山
＝
藩
の
直
支
配
の
も
と
に
あ
っ

た
鉱
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
両
鉱
山
か
ら
銀
一
〇
六
匁
が
藩
に
献
上
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
丸
山
鉱
山
で
は
銀
の
産
出
に
関
す
る
記
述
は

見
え
な
く
な
り
、「
金
山
絵
図
」
に
描
写
さ
れ
た
と
お
り
、
銅
山
と
し
て
機
能

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
た
場
合
、「
金
山
絵
図
」
で
尾
太
銀
山
以
外
の
鉱
山
は
、

最
も
早
い
も
の
で
八
光
沢
鉛
山
で
あ
り
、
そ
れ
も
開
発
当
初
の
延
宝
二
年
当
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時
は
銀
山
と
し
て
稼
行
し
て
い
た
。
日
崎
銅
山
は
翌
延
宝
三
年
に
銅
山
見
立

が
領
内
百
姓
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
丸
山
銅
山
と
中
の
沢
銀
山
は
延
宝
四
年

八
月
に
御
手
山
間
歩
と
し
て
銀
の
産
出
が
あ
っ
た
旨
の
報
告
が
藩
庁
に
な
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
鉱
山
群
は
、
延
宝
二
年
か
ら
同
四
年
八
月
に
か
け
て
開
発

さ
れ
た
間
歩
を
持
つ
鉱
山
で
あ
っ
た
。「
金
山
絵
図
」
は
、
右
の
時
期
に
お
け

る
湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
群
を
描
写
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
三
章
に
わ
た
っ
て
「
金
山
絵
図
」
を
解
析
し
、
そ
こ
で
得
た
新
た
な

知
見
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
本
論
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
を
、
次

に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

第
一
に
、「
金
山
絵
図
」
は
、
延
宝
五
〜
八
年
に
か
け
て
、
津
軽
領
に
お
け

る
最
大
の
銀
銅
山
と
し
て
山
勢
が
も
っ
と
も
旺
盛
で
あ
っ
た
尾
太
銀
銅
山
と

湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
群
、
木
戸
ヶ
沢
に
展
開
す
る
鉱
山
町
と
製
錬
施
設
を

描
い
た
鉱
山
絵
図
で
あ
る
。
従
来
、
説
か
れ
て
き
た
「
寛
文
の
頃
」
鉱
山
の

集
落
を
描
い
た
絵
図
だ
と
い
う
見
解
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
当
絵
図
は
、
弘
前
藩
が
正
式
に
調
製
し
た
も
の
で
、「
御
絵
図
目

録
」
に
よ
る
と
、
藩
政
時
代
に
は
「
御
金
山
御
絵
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現

存
す
る
一
連
の
延
宝
期
寒
沢
銀
山
・
尾
太
銀
山
の
坑
内
図
な
ど
と
比
較
・
校

合
し
た
と
こ
ろ
、
当
絵
図
の
情
報
と
右
の
絵
図
類
は
深
い
関
連
を
持
つ
こ
と

が
判
明
し
た
。「
御
金
山
御
絵
図
」
は
、
そ
れ
ら
の
絵
図
と
強
い
関
わ
り
を
持

つ
一
連
の
領
内
鉱
山
絵
図
群
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
当
絵
図
に
お
い
て
は
、
四
つ
の
区
域
が
五
つ
の
柵
列
に
よ
っ
て

区
分
さ
れ
て
い
た
。
寒
沢
地
区
、
尾
太
町
地
区
、
製
錬
地
区
、
鉱
山
地
区
で

あ
り
、
尾
太
町
地
区
と
製
錬
地
区
は
一
体
と
し
て
把
握
さ
れ
、
木
戸
ヶ
沢
と

総
称
さ
れ
て
い
た
。
寒
沢
地
区
は
、
弘
前
藩
で
も
っ
と
も
早
く
寛
文
期
か
ら

銀
山
の
開
発
が
実
施
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
同
銀
山
の
山
勢
の
衰
退
に
伴
っ

て
尾
太
を
中
心
と
し
た
湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
展
開
し

た
結
果
、
寒
沢
地
区
の
南
側
、
木
戸
ヶ
沢
に
新
た
な
町
立
て
が
な
さ
れ
、
尾

太
鉱
山
町
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
絵
図
は
、
最
初
に

開
発
さ
れ
た
寒
沢
地
区
の
鉱
山
町
で
あ
る
「
寒
沢
町
」
を
描
写
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鉱
山
開
発
の
段
階
的
な
発
展
過
程
を
描
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
寒
沢
地
区
に
「
伊
勢
」「
山
神
」「
稲
荷
」「
水
神
」
四
神
を
祀
る
宗
教
・

信
仰
に
関
わ
る
施
設
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
新
設
の
尾
太
町
で
は
新
た
な
宮

々
を
勧
請
せ
ず
、
寒
沢
地
区
の
各
宮
を
そ
の
ま
ま
信
仰
の
対
象
と
し
た
よ
う

だ
。

　

第
四
に
、
当
絵
図
中
に
み
ら
れ
る
柵
列
は
、
従
来
の
研
究
並
び
に
各
史
料

に
は
一
切
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
絵
図
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
事
柄
で

あ
る
。
柵
列
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
描
い
た
絵
図
は
、
石
見
国
絵
図
の
石
見
銀

山
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
当
絵
図
は
貴

重
で
あ
ろ
う
。

　

柵
列
自
体
は
、
鉱
山
地
帯
の
領
域
を
視
覚
的
に
確
認
さ
せ
る
象
徴
と
も
い

え
る
機
能
を
果
た
し
た
。
湯
ノ
沢
川
の
両
岸
に
迫
る
険
阻
な
山
々
と
柵
列
に

囲
ま
れ
た
当
領
域
は
、
事
実
上
、
鉱
山
の
支
配
地
域
そ
の
も
の
で
あ
り
、
他

地
域
か
ら
入
山
す
る
の
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
五
に
、
鉱
山
地
区
に
あ
る
各
鉱
山
に
つ
い
て
、
新
た
に
得
た
知
見
を
述

べ
よ
う
。
ま
ず
「
お
つ
ふ
が
嶽
銀
御
山
」
と
称
さ
れ
た
尾
太
銀
山
に
、「
御
台

所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
絵
図
で
初
め
て
わ
か
っ
た
。「
尾
太
銅

吹
日
記
」
で
も
、
明
確
に
は
記
録
し
て
お
ら
ず
、
木
戸
ヶ
沢
の
御
台
所
と
あ
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わ
せ
て
尾
太
銀
山
本
体
に
も
御
台
所
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
鉱
山
地
区
が
木

戸
ヶ
沢
か
ら
独
立
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
加
え
て
、
木

戸
ヶ
沢
と
同
様
に
運
上
所
も
同
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

図
中
に
御
台
所
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
製
錬
施
設
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

後
世
の
絵
図
に
見
え
る
採
鉱
・
選
鉱
・
製
錬
の
一
貫
し
た
施
設
と
し
て
の
尾

太
鉱
山
（
明
治
五
年
「
御
国
縮
図
並
弘
前
之
国
其
外
所
々
之
図　

尾
太
山
之

図
」
弘
前
市
立
博
物
館
蔵
）
の
段
階
に
は
、
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
木

戸
ヶ
沢
か
ら
の
独
立
と
い
っ
て
も
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

湯
ノ
沢
川
流
域
両
岸
の
各
鉱
山
は
、
銅
山
、
鉛
山
・
銀
山
と
種
々
で
あ
る

が
、
一
つ
の
山
が
三
〜
一
六
の
間
歩
を
持
つ
鉱
山
群
で
あ
っ
た
。
寒
沢
を
除

い
て
、
も
っ
と
も
早
く
開
発
さ
れ
た
の
が
、
延
宝
二
年
か
ら
の
記
録
が
あ
る
、

同
川
西
岸
の
八
光
沢
鉛
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
滝
之
沢
、
日
崎
、
中
の

沢
、
丸
山
（
い
た
ち
森
銅
山
は
国
日
記
に
見
え
な
い
）
な
ど
の
各
鉱
山
は
、
延

宝
四
年
八
月
に
至
る
開
発
の
履
歴
が
あ
っ
て
、
当
時
、
弘
前
藩
が
精
力
的
に

湯
ノ
沢
川
流
域
の
鉱
山
開
発
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
判
明
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
拙
稿
１
・
２
と
右
の
当
絵
図
の
解
析
結
果
を
総
合
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
見
解
を
導
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

柵
列
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
鉱
山
の
範
囲
を
確
定
す
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
が
、
鉱
山
の
範
囲
を
確
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
石
見
銀
山
の

よ
う
に
鉱
山
の
周
囲
を
柵
列
で
囲
め
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
尾

太
の
場
合
、
鉱
山
町
、
製
錬
地
区
、
鉱
山
採
掘
地
区
な
ど
、
鉱
山
内
部
に
幾

重
に
も
柵
列
を
設
置
し
て
各
地
区
を
区
分
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
湯
ノ

沢
川
流
域
鉱
山
開
発
の
発
展
過
程
を
段
階
的
に
示
し
た
も
の
と
の
推
測
の
ほ

か
に
、
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

  
拙
稿
１
・
２
で
述
べ
た
よ
う
に
、
延
宝
五
年
以
降
の
尾
太
銀
銅
山
は
、
主

と
し
て
弘
前
藩
が
大
坂
か
ら
招
来
し
た
山
師
・
金
掘
り
・
吹
大
工
な
ど
に

よ
っ
て
稼
行
の
根
幹
が
支
え
ら
れ
て
い
た
。「
尾
太
銅
吹
日
記
」
や
「
国
日

記
」
に
頻
出
す
る
「
大
坂
御
抱
者
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
集
団
で
あ
り
、

採
鉱
・
冶
金
に
彼
ら
は
活
躍
し
、
時
と
し
て
藩
は
彼
ら
に
採
鉱
の
優
先
権
を

与
え
て
稼
行
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
さ
え
し
た
。
当
然
、
従
来
の
山
師
た
ち

の
不
満
は
高
ま
り
、
藩
で
は
こ
れ
ら
の
山
師
た
ち
を
強
引
に
押
さ
え
つ
け
た

結
果
、
彼
等
の
多
く
が
困
窮
す
る
事
態
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
御
手
山
に
お
け

る
採
鉱
量
の
飛
躍
的
な
拡
大
を
狙
う
藩
側
の
高
姿
勢
と
、
売
人
山
に
し
て
能

率
的
な
採
掘
を
図
ろ
う
と
す
る
藩
の
企
図
が
働
き
、
山
師
た
ち
と
藩
と
の
軋

轢
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。

  
一
方
、「
大
坂
御
抱
者
」
た
ち
に
対
す
る
藩
の
管
理
も
次
第
に
厳
し
さ
を

増
し
、
賃
金
に
関
す
る
弘
前
藩
の
対
応
は
、
日
本
の
銀
山
の
作
法
に
違
反
す

る
と
主
張
す
る
吹
大
工
も
出
現
し
、
彼
ら
も
藩
の
姿
勢
に
強
い
不
満
を
持
っ

た
と
い
う
（「
尾
太
銅
吹
日
記
」）。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
勘
案
す
る
と
、
幾
重
に
も
鉱
山
内
部
に
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
柵
列
は
、
弘
前
藩
の
湯
ノ
沢
川
流
域
鉱
山
群
に
関
す
る
支
配
の
厳
し

さ
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
柵
に
囲
い
込
む
こ
と
で
山
師
を
は

じ
め
と
す
る
鉱
山
の
稼
行
に
従
事
す
る
人
々
を
職
種
に
よ
っ
て
区
分
し
、
個

別
に
彼
ら
を
掌
握
し
管
理
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
施
策
の
一
環
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
右
の
よ
う
に
当
絵
図
の
解
析
に
よ
っ
て
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
点

が
明
確
に
な
り
、
し
か
も
新
た
な
知
見
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
拙
稿

２
は
、
当
絵
図
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
最
盛
期
尾
太
銀
銅
山
の
経
営
、
稼
行
の
実

態
な
ど
を
総
体
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
絵
図
に
よ
っ
て
よ
り
豊

か
な
尾
太
銀
銅
山
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
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稿
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

天
和
期
以
降
の
尾
太
銀
銅
山
は
、
山
勢
の
衰
退
が
著
し
く
、
尾
太
鉱
山
は

御
手
山
か
ら
運
上
山
へ
と
経
営
の
形
態
も
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
産
銀
の
枯
渇

に
よ
り
、
鉱
山
自
体
も
銀
銅
山
か
ら
銅
鉛
山
へ
と
移
行
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
当
絵
図
に
描
か
れ
た
鉱
山
景
観
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
柵

列
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
な
ど
、
今
後
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

　
　

注

【
付
記
】　

本
稿
に
掲
載
し
た
写
真
に
関
し
て
は
、
田
舎
館
村
教
育
委
員
会
、

弘
前
市
立
図
書
館
か
ら
、
お
世
話
に
な
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
平
成
十
五
年
〜
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究（
Ｃ
）（
２
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）
本
田
氏
は
、
同
氏
の
論
稿
の
中
で
、「
御
金
山
寒
沢
御
絵
図
」
と
「
尾
太
御
山

之
御
絵
図
入
」
を
現
存
資
料
の
中
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
と
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
子
細
に
み
る
と
、「
御
金
山
寒
沢
御
絵
図
」
は
、
延
宝
二
年
「
寒
沢

銀
山
之
図
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書　

請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
五
六
九
―
九
）

に
該
当
す
る
。「
尾
太
御
山
之
御
絵
図
入
」
は
、
同
名
の
延
宝
八
年
の
絵
図
（
弘

前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書　

請
求
番
号
Ｍ
七
五
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
閲
覧

可
能
で
あ
る
。
な
お
、
前
者
「
寒
沢
銀
山
之
図
」
は
拙
稿
１
の
一
五
頁
で
、
後
者

の
「
尾
太
御
山
之
御
絵
図
」
は
、
拙
稿
２
の
三
二
頁
で
紹
介
し
た
の
で
、
参
照
さ

れ
た
い
。

（
２
）
濁
沢
金
山
に
つ
い
て
は
、「
国
日
記
」
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
六
月
十
七
日

条
に
、
白
銀
町
八
右
衛
門
間
歩
で
金
八
分
五
厘
を
産
出
し
た
と
あ
り
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
同
金
山
の
開
発
は
着
手
さ
れ
て
い
た
。『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
第
二
巻

（
国
書
刊
行
会　

一
九
八
三
年
復
刻
）
四
三
八
頁
に
、
同
村
の
金
山
は
「
本
村
の

南
一
里
十
八
丁
濁
沢
の
茶
碗
分
と
云
処
に
在
り
。
黄
金
を
滓
る
に
茶
碗
を
用
し
に

よ
り
茶
碗
分
の
名
あ
り
と
云
り
」
と
あ
る
。

（
３
）「
湯
の
沢
」
に
つ
い
て
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）「
領
内
鉱
山
江
戸
会
所

覚
書
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
銅
山
と
し
て
、

　
　
　

尾
太
領

　
　
　

一
、　

○
湯
野
沢　
　

三
国
屋
善
右
衛
門
働
居
申
候
、

　
　

と
見
え
、
十
八
世
紀
の
前
半
、
商
人
山
師
に
よ
る
銅
山
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
だ
。

（
４
）
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）、
土
手
町
の
杉
山
嘉
兵
衛
は
、
厚
良
沢
銅
山
を
開

発
し
た
が
資
金
不
足
の
た
め
一
旦
停
止
し
た
。
そ
の
後
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

十
月
に
至
っ
て
、
弘
前
の
宮
川
嘉
右
衛
門
が
鰺
ヶ
沢
の
嶋
屋
を
金
主
と
し
て
同
銅

山
の
稼
行
を
願
い
出
て
い
る
（「
国
日
記
」
宝
永
二
年
十
月
十
二
日
条
）。

（
５
）
拙
稿
１
の
注　

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
尾
太
山
に
臨
番
し
た
役
人
で
彼
等
の

１９

頭
領
を
「
御
大
頭
」
と
称
し
た
が
、
同
山
の
苛
烈
な
気
候
の
た
め
御
大
頭
の
家
も

烈
風
に
よ
っ
て
吹
き
倒
さ
れ
、
そ
こ
で
「
姥
鋪
」
の
近
く
に
別
に
洞
窟
を
掘
っ
て
、

そ
こ
に
居
住
し
銀
鉱
石
の
吟
味
も
し
た
と
い
う
（「
鉱
夫
雑
談
」
巻
之
四　

秋
田

県
公
文
書
館
蔵
）。
そ
の
跡
は
、「
尾
太
鉱
山
鋪
内
図
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

津
軽
家
文
書
）
に
も
、
坑
口
を
入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
が
異
様
に
膨
ら
ん
で
お
り
、

そ
の
箇
所
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）「
国
日
記
」
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
三
月
二
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
丸
山
銅

山
に
関
し
て
は
、「
丸
山
ニ
銅
箔
古
敷
御
座
候
」
と
見
え
、
本
論
で
取
り
上
げ
た

時
期
の
一
二
、
三
年
後
に
は
、
既
に
「
古
敷
」
と
表
現
さ
れ
、
稼
行
は
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
に
、
尾
太
と
と
も
に
土
手
町
の
杉
山
嘉
兵
衛
ら

に
よ
る
開
発
の
申
請
が
出
さ
れ
た
。

（
７
）
他
に
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
八
月
の
「
出
羽
国
村
山
郡
延
沢
銀
山
村
絵

図
」（『
尾
花
沢
市
史
資
料　

第
一
〇
輯　

延
沢
銀
山
史
料
』
尾
花
沢
市　

一
九
八

五
年　

二
一
六
頁
）
に
み
え
る
延
沢
銀
山
に
お
い
て
も
同
様
で
、
柵
列
の
描
写
は

見
あ
た
ら
な
い
。
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図１－①　方位は左側が北、上が東

図１－②
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図２

図３
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図４

図５
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図６－①

図６－②
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図６－③

図６－④



20　

図６－⑤

図６－⑥




